














116
119

128 129

115
111110

102100

CDQ（コークス乾式消火設備）

TRT（高炉炉頂圧発電）
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各国が導入した日本の省エネ設備による二酸化炭素の削減効果（2023年［令和5年］度断面）
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出所：『2019年時点のエネルギー効率の推計（鉄鋼部門）』
　　　 RITE

単位:（ギガジュール/粗鋼）粗鋼生産1tあたりの必要なエネルギー量

■CDQ　■TRT　■焼結機クーラ排熱回収　■熱風炉排熱回収　■PCI

出典：PC Iは鉄連「鉄鋼統計要覧2021」、ドイツ鉄鋼連盟（2013）に基
づき設定。他の4技術は、2015年普及率〈Arens et  al. ( 2017)、
Schulz et al.（2015)、中国鋼鉄工業年鑑（2016）等に基づく〉と、
その後の導入実績に基づき設定。

出所：日本鉄鋼連盟等　＊GTCC：ガスタービンコンバインドサイクル発電

日本の製鉄所の省エネ技術は、
世界ナンバーワン。

鉄をつくる技術も

省エネも、

世界一なんだ！

日本の技術で世界の

二酸化炭素をたくさん

減らせるといいわね。

省エネ技術普及余地の比較（ギガジュール/粗鋼）
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　日本の技術や設備が海外の製鉄の省エネ

技術の向上に貢献しています。これまでに

各国が導入した日本の省エネ設備による

二酸化炭素の削減効果は、2023年（令和5

年）度の時点で約7,886万トンに達してい

ます。中国、韓国、インド、ブラジル、といった

国に日本の技術は広く導入されています。

鉄鋼製品だけでなく、日本の優れた技術も輸出されているよ。

　鉄を1トンつくるのに消費するエネルギー

量を比較してみると、日本が省エネ世界ナン

バーワン。エネルギーの使用量が少なければ、

それだけ、地球温暖化の原因といわれる二酸化

炭素の排出量も少なくなります。日本の製鉄

所では、コークス炉や高炉、転炉などから発生

するガスを回収して、発電などに100％利用

しています。（海外では、このガスが利用され

ていない製鉄所があります。）このような省

エネ設備を、ほとんどの製鉄所に設置し、ムダ

の無い鉄づくりをしています。また、製鉄所で

使った水も、90％以上を再利用しています。

　高張力鋼板を使うことによって、自動車の重

さは約8％軽くなり、その分、少ないガソリン

や電気で走れるようになっています。船や電車

などでも同じように、高張力鋼板が省エネ

に役立っています。また、電気をつくるための

ボイラーでは高温・高圧にたえ発電効率を

高める鉄が、変圧器ではエネルギー効率を

高める鉄が省エネに役立っています。

発生する熱やガスを利用した
自家発電装置

　環境に優しい鉄の開発だけでなく、世界ナンバーワン
の省エネ技術をさらに向上させるための研究も行って
います。
　優れた製品や省エネ技術を世界に普及することにより、
地球規模での温暖化対策に積極的に取り組んでいます。

⑥

高機能な鉄が、ほかの産業の省エネにも役立っているんだ。

国際協力による省エネ貢献

高機能な鉄による省エネ貢献

水の再利用（用水処理設備）

コークスの熱を回収し電気に
変える装置（CDQ）
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